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流通・リスク分析グループは、クロマグロ養殖をめぐる国際関係や経済的環境の分析と、マーケッテ
ィングを含めたビジネスモデルの研究を行なっています。

まず、クロマグロ養殖ビジネスの外部環境については、多田・小野が担当しています。この１年はク
ロマグロ漁業にとって激動の１年でした。地中海でクロマグロの漁獲枠が大きく削減されるとともに、
ワシントン条約締約国会議の場で国際取引の禁止が提案されるに至りました。太平洋においても漁獲
規制が導入されました。このような天然魚の漁獲規制によって築地等での市場価格がどの程度上昇する
のかを計量経済モデルを用いて予測しており、最近の合意案が実施されると価格が2割ほど上昇する
との試算が得られました。市場関係者の話でも規制の影響が現れています。今後はモデル分析に資源
変動や日本以外の市場条件を導入していく予定です。

天然魚の漁獲規制は、マグロ価格の上昇を通じて養殖業にとって追い風になると考えられていますが、
同時に天然ヨコワの採捕が困難になるという問題を抱えています。現段階ではプラスの効果が大きく、
2009年には日本のマグロ養殖生産量はオーストラリアを抜いて世界でNo.1となり、大手水産会社を
筆頭に参入が相次いでいます。ブリ・マダイ養殖業に比べマグロ養殖業は収益性が高く、これからも
転換による参入が続くと思われます。地中海の後退を穴埋めし、国内生産のリミットとして2万トン
ぐらいがありうるのではないかと予想しています。

長期的には世界中でマグロの需要が増加すると見込まれ、完全養殖の出番となります。当面は日本が
主要市場になりますので、完全養殖経営の持続性を図りながら消費者のニーズに応えるビジネスモデル
を確立する必要があります。この部分は、有路・原田・松井が担当しています。

消費者ニーズに関しては、コンジョイント分析という手法を用いて、国産であることを表示するラベル
を添付することによって付加価値を大きく向上させることができるというマーケッティング上の新知見
が得られました。また、消費者に対して昨今の国際的なマグロの資源状態や完全養殖に関する説明を
した場合、完全養殖に対する消費者のプレミアムが向上することも明らかになりました。情報提供後
のラベルと国産に対する支払意志額はそれぞれクロマグロの握り寿司一貫あたり118円と229円に
なり、非常に大きなプレミアムであるといえます。

完全養殖クロマグロに対する需要増加に応じて養殖面積を拡大することは、漁業権の取得に関する地元
の協力が必要であるため、それほど容易ではありません。そこで、この制約を緩和するための地域間
の連携のあり方や、それが地域社会に及ぼす経済的影響について分析しています。さらに、完全養殖
経営の持続性をめざして、価格・餌料費・生簀サイズ等が変動した場合の最適出荷計画を立案する経営
モデルを研究しています。また、完全養殖技術が海外にも普及する場合にも、海外産クロマグロの育成
期間が長くなり餌料費が上昇するため、生産費の内外格差は縮小すると考えられます。

このように、我が国のマグロ養殖、とくに完全養殖に対してポジティブな展開が予想されていますが、
欧州を中心に養殖に対する国際認証制度の導入が検討されており、その動向を注視する必要があります。

多田 稔（流通・リスク分析グループリーダー：農学研究科）
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02 平成22年度グループ横断プロジェクト
      採択結果とその研究概要について

平成22年度の横断プロジェクトの採択結果（金額）は以下の通りである。

1）クロマグロ養殖と周辺水域のサンゴ礁との相互関係
　   ―本当にクロマグロ養殖はサンゴ礁に悪影響を及ぼしているのか―
構成員   ：チームリーダー／江口 充（近畿大学大学院農学研究科・教授）
メンバー：環境グループ／江口 充、永田 恵里奈（近畿大学大学院・助教）、谷口 亮人（PD）
　　　　　養殖グループ／村田 修（水産研究所・教授）、中川 至純（水産研究所・助教）
               人工種苗グループ／宮下 盛（水産研究所・教授）、家戸 敬太郎（水産研究所・准教授）
予算額   ：200万円
研究内容：日本でも有数のサンゴ生息域である奄美大島は、いまやマグロ養殖のメッカになりつつある。
　　　　　マグロの海面生簀養殖が水域生態系を人為的に撹乱することは自明であり、養殖場水域と
　　　　　非養殖場水域の、水質・底質調査・サンゴ礁の群生状況・微生物生態学的解析を試みる。
　　　　　養殖場水域と非養殖場水域の比較によりクロマグロ養殖が天然水域、とくにサンゴ礁に
　　　　　与えている影響を評価する。 

2）クロマグロ最適養殖システムの開発
構成員　：チームリーダー／山根 猛（近畿大学大学院農学研究科・教授）、多田 稔（同左）
メンバー：養殖グループ／村田 修
　　　　　環境グループ／山根 猛、光永 靖（近畿大学大学院・講師）
　　　　　流通・リスク分析グループ／多田 稔、有路 昌彦（近畿大学大学院・准教授）
予算額　：400万円
研究内容：1990年代からクロマグロ養殖が世界的に普及したが、地中海においては漁獲規制が強化
　　　　　され、太平洋においてもまき網漁船数や沿岸漁業における小型魚漁獲の規制が検討されて
　　　　　いる。本プロジェクトは日本の完全養殖技術の活用を前提として、マグロ価格・餌料価格・
　　　　　人工種苗価格に応じて生育期間・条件を変化させ経済的環境変化に弾力的に対応できる
　　　　　最適養殖システムを開発する。一定の経済的・自然的条件のもとで成立する人工種苗価格
　　　　　と利益水準を追求し、その知見を近畿大学クロマグロの人工種苗産業化戦略に活用する
　　　　　ことを目指している。

小野 征一郎（横断プロジェクト委員長：水産研究所）
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3）クロマグロ人工種苗の産業的量産化技術開発
構成員　：チームリーダー／坂本 亘（水産研究所・教授）、澤田 好史（同左）
　　　　　石橋 泰典（近畿大学大学院農学研究科・教授）
メンバー：環境グループ／坂本 亘
　　　　　養殖グループ／村田 修、石橋 泰典、中川 至純、アマル・クマル・ビッシャス（水産研究所助教）
　　　　　人工種苗グループ／澤田 好史、小林 徹（近畿大学大学院・准教授）
　　　　　流通・リスク分析グループ／多田 稔、有路 昌彦
予算額　：1,100万円
研究内容：天然種苗に依存するクロマグロ養殖業において、人工種苗の開発は緊急の課題である。
　　　　　産業的量産化をテーマとするこのプロジェクトは、なお端緒的段階にある人工種苗技術に
　　　　　イノベーションをもたらすことが期待される。種苗生産の効率の改善としては、1）卵質
　　　　　および卵輸送方法の改善、2）3グラムサイズまでの稚魚の生残率を10％以上、3グラム
　　　　　サイズの水槽の飼育密度を300尾/トン以上、3）海上中間育成期間（体重3～500グラム）
　　　　　の生残率を70％以上、4）仔魚餌料の孵化仔魚を配合飼料へ転換する、以上の4課題がある。
　　　　　さらに種苗品質の改善としては、500グラム以降の生残率および成長率を天然種苗と同等
　　　　　以上、健病性の確保が求められよう。人工種苗の前提となる成熟・産卵、言い換えれば
　　　　　親魚育種手法の開発も必要である。以上の課題・目標に対して、2009年度においては
　　　　　4万尾以上の種苗生産に成功した。端緒的段階を超えた、量産化に向けたイノベーション
　　　　　の時期を早めることが期待される。
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03 平成22年度グローバルCOE若手研究者の
      自発的研究活動支援研究費の採択結果

若手研究者も研究能力と意欲を向上させるため、大学院後期博士課程学生（DC）ならびに博士研究員（PD）
を対象として自発的研究活動を支援のための予算枠を設けて研究課題を募集し、審査を行いました。
該当する研究者への公示は6月上旬に開始し、申請書類提出締め切りを6月25日としました。そして、
7月6日に合同選考会議により候補者を選考しました。以下にその経過について報告いたします。

I. 選考経過
第1次選考
審査は各グループから選出された4名の選考委員と委員長計5名により行われた。第1次選考は提出
された申請書類について選考委員が「評価の対象となる項目」ごとに研究計画について10点満点で
評価しました。さらに、その評価を持ち寄り合議により候補者を決定しました。

A.  評価の対象となる項目
1. 養殖産業支援型拠点形成に沿った研究課題であること
2. 独創性が高く将来発展が見込まれること
3. 研究の背景、目的、方法に整合性があること
4. 申請額と調査・実験規模とに整合性があること
5. 研究機材・施設の利用、調査機関の協力など、準備状況が示されていること
6. 合議による審査
・ 選考委員の項目別評価の総和により，委員全員の総得点数の大きい順に第1次候補者順位を決めま
　 した。なお，研究分野（グループ別）については特に配慮しませんでした。
・ 総額500万円の予算に対して15件程度の採択を予定していましたが，順位および予算申請内容に
　 基づいて予算を配分した結果，下記の通り候補者を推薦することとなりました。

II. 選考結果
A. 応募総数／28件
B. 推薦候補者数／16件

村田 修（助成金選考委員長・水産研究所：教授）
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III. 候補者の氏名、研究題名

氏名

津田 裕一

阿川 泰夫

谷口 亮人

Sharifah Noor Emilia

松井 隆宏

Mok Wen Jye

白樫 正
 
原田 幸子

安田 十也

永松 公明

福田 漠生

牧野 泰子（若木 泰子）

Biswajit Kumar Biswas　　　　　　　　　　　

研究課題

クロマグロ稚魚視感度に基づく彩色網生簀飼育による生残率向上

太平洋クロマグロの雌雄判別遺伝子マーカーの探索

養殖場環境を健全に維持する鍵を握る細菌種の定量的解析

The essential role of phytoplankton and bacteria in fish
larvae production
種苗生産における微細藻類と細菌群の重要な役割 

クロマグロ養殖における最適生産・出荷計画モデルの開発

The Effect of Cysteine in Diet on Mercury Level in Cultured
Fish
餌料中のシステインによる養殖魚水銀レベルの低減効果

養殖クロマグロ稚魚の寄生虫症防除に関する研究

クロマグロ人工種苗のニーズ把握およびビジネスモデルに関する研究

加速度ロガーによる養殖魚類のエネルギー消費量推定法の改良

養殖生簀を対象とした最適生産システムに関する研究
― 浮沈式生簀の姿勢制御に関する研究 ―

クロマグロ仔魚の鉛直行動解析

マグロ未利用部位由来リン脂質によるメタボリック・シンドローム
予防改善効果の検証

TO FIND OUT THE OPTIMUM LIPID RATIO OF BONITO OIL
AND SOYBEAN OIL FOR THE DIET OF JUVENILE PACIFIC
BLUEFIN TUNA, Thunnus orientalis
クロマグロの必須脂肪酸要求に関する研究
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氏名

Roy Bimol Chandra

Ha Hou Chew

田中 照佳

計16名　　　　　　　　

研究課題

Muscle growth, differentiation and fiber types in Pacific
bluefin tuna (Thunnus orientalis): histochemical, 
immunohistochemical and transmission electron
microscopic observation
クロマグロの筋肉の増大，分化，筋線維型に関する組織化学的，
免疫組織化学的，電子顕微鏡的観察

Marble Goby, Oxyeleotris marmoratus Strains for
Aquaculture in Southeast Asia 東南アジアの重要な養殖対象魚
マーブルゴビ Oxyeleotris marmoratus トコンドリアDNAに
よる地域集団解析と飼育特性

肝障害モデルマウスに対するマグロI型コラーゲンの肝臓保護効果
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04 平成22年度海外共同研究の採択結果

平成22年度の海外共同研究は7件の申請があった。委員会は各グループから選ばれた5名の委員で
構成され、以下の基準を満たしているか審査した。１）大学院教育に効果が期待される、２）MOU
などが締結されており、教育・研究交流条件が整っている、３）計上された予算が適切である。
その結果、以下の7件を採択した。

坂本 亘 （海外共同研究委員長：水産研究所）

滝井 健二

小野 征一郎

村田 修

山根 猛

澤田 好史

宮下 盛

家戸 敬太郎

外海沈下式生簀によるクロマグロ養殖と経営

生態系に及ぼす養殖業と漁業の影響の
軽減方法について

養殖の国際認証基準の分析と国内における
対応方法の検討

韓国における交雑魚マダイ×クロダイの
普及と経済効果

IATTC（全米熱帯マグロ委員会）との
キハダおよび太平洋クロマグロ初期生活史に
関する共同教育・研究プログラム

東南アジアにおける重要養殖対象魚種の
種苗生産技術開発に関する教育・研究

ミナミマグロの成熟・産卵・飼育に関する
国際共同研究

マレーシア・サバ大学
他（3名）

オーストラリアClean Seas 社，
リンカーン海洋科学センター
他（4名）

IATTC,　パナマ共和国
水産資源庁（4名）

韓国全南大学　(2名)

FAO漁業養殖局（3名）

フランス国立海洋研究所
(6名)

韓国済州水産研究所（3名）

参加教員 相手先題名

＜平成22年度グローバルCOE国際共同研究採択課題＞
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05 平成22年度シンポジウム開催報告

１. ANNUAL SEMINAR ON MARINE SCIENCE AND AQUACULTURE 2010

平成22年3月10から13日まで，マレーシア・サバ大学（サバ州コタキナバル市）のDewan Canselor
をメイン会場に開催した。本セミナーは21世紀COEプログラムにおいて，2004年からマレーシア・
サバ大学（サバ州コタキナバ市）で毎年開催しており，今回は近畿大学とマレーシア・サバ大学に
加えて，マレーシアの科学技術省（MOSTI, Ministry of Science, Technology and Innovation）
の3団体による共催となり，約100名が参加する盛大なセミナーとなった。

3月10日朝にオープニングセレモニーのあと，午前中のセッションでは，本拠点から江口教授が
「Coastal Ecosystem: Environmental Capacity and Human Lives」というテーマで基調講演
を行った後、DC学生の福田氏が「Behavioural and Retinomotor Responses of Pacific Bluefin
Tuna on Exposure to Sudden Changes in Illumination」を，水産研究所PDの津田氏が「Behavior
of Junenile Pacific Bluefin Tuna, Thunnus orientalis, Related to the Turbidity in the Net-Cage
をそれぞれ口頭発表し，活発な議論が行われた。

午後のセッションでは，マレーシアから近畿大学に留学しているDC学生のIVAN KOH氏が「Motility
and Short-Term Preservation of Spermatozoa of Seven-Band Grouper Epinephelus
septemfasciatus」，同じくWEN JYE MOK氏が「Concentrations of Heavy Metals on
Aquaculture Products in Sabah, Malaysia」について，それぞれマレーシア・サバ大学と近畿大学
との国際共同研究についての研究成果の発表を行ったほか，水産研究所PDの白樫氏が「Parasitic
Infections in Cultured Pacific Bluefin Tuna, Thunnus orientalis」を発表した。セッション終了後，
ディナーパーティーが開催され，サバ州の伝統舞踊が披露された。

3月11日午前のセッションでは，農学研究科PDの谷口氏が「Can the Addition of Nannochloropsis
to Rearing Water Control Growth of Vibrio Species?」，私が「The Preventive Effect of
Oral Administration of the Bacteria Derived from Red Sea Bream Pagrus major Intestine
on Edwardsiellosis in Red Sea Bream」，水産研究所PDの阿川氏が「Molecular Cloning of
Peroxisome Proliferator-Activated Receptor Gamma in Pacific Bluefin Tuna, Thunnus
orientalis, and Its Phylogenetic Analysis」をそれぞれ発表し，活発な議論がなされた。また上記
と同様の留学生であるSHARIFAH NOOR EMILIA氏が「Promising Bacteria and Phytoplankton
Interaction in Aquaculture Industry」というテーマで国際共同研究の成果を発表した。

家戸 敬太郎（水産研究所：種苗生産グループ）
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3月12日午前中は，近畿大学水産研究所との共同開発センターを併設しているサバ大学ボルネオ海洋
研究所の孵化場でワークショップが開催され，巨大なGiant grouper（タマカイ），Bagrid catfish
およびMarble gobyからの人工授精，並びに交雑魚Tiger grouper×Giant grouperの生殖腺調査に
ついての実演が行われた。いずれの魚種も日本で我々が扱っている魚種と比べると，親魚の大きさや
卵の性状，人工授精における採卵・採精の方法が異なっており，大変興味深い内容であった。午後から
はエクスカーションで，公的機関が運営する比較的小規模で試験的な要素が強いエビ養殖場の見学を
行い本セミナーを終了した。

以上のように7年目を迎えた本国際セミナーは，若手研究者による英語の発表の場として，また国際
共同研究の成果発表の場として，ますます重要な役割を果たすようになってきたと実感した。

（文責：シンポジウム委員会委員長　水産研究所 教授 宮下 盛）

２.平成21年度グローバルCOE成果報告シンポジウム「クロマグロの完全養殖産業化に向けて」開催報告

当グローバルCOEプログラムが採択されたのは平成20年度であるが，採択時期の関係から，成果報告
シンポジウムを開催できたのは翌年度の本シンポジウムとなった。平成15年度に採択された文部科学省
21世紀COEプログラム「クロマグロ等の魚類養殖産業支援型研究拠点」に引き続き，クロマグロ完全
養殖の産業化に向けた研究開発を着実に前進させてきたところでの第一回の成果報告シンポジウムと
なったので，先ずは教育研究グループごとに平成21年度の研究成果の一端を紹介し，出席された産官
学関係の皆様と意見交換を行なうことを趣旨として，平成21年3月17日の午後，近畿大学本部11月
ホールで開催した。

近畿大学副学長および拠点リーダーの熊井 英水教授の挨拶の後，先ずは人工種苗グループを代表して
澤田 好史教授が「クロマグロ種苗生産，トラフグ雄性化，養殖魚の形態異常防除」を，続いて養殖
グループを代表してA.ビッシャシュ助教が「クロマグロ用配合飼料の開発」を，環境グループを代表
して光永 靖講師が「養殖魚のメタボ対策」を，利用・安全グループを代表して安藤 正史教授が「養殖
クロマグロの水銀濃度を下げるには？」を，最後に流通・リスク分析グループを代表して有路 昌彦准教授
が「完全養殖クロマグロの市場可能性と消費者ニーズを踏まえた販売戦略」をそれぞれ発表し，活発
な論議を行って無事に終了した。

今回の成果報告シンポジウムでは，続いてドーハで開催されたワシントン条約締結国会議でクロマグロ
が取り上げられた日程と重なったためか特に関心が高く、テレビ、新聞等メディアからの参加も多く、
マグロ関係者約150人が参加する盛況であった。

（文責：シンポジウム委員会委員長　水産研究所 教授 宮下 盛）
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３. 東京シーフードショーシンポジウム「クロマグロ養殖業の将来」開催報告

本シンポジウムは，東京国際展示場“ビッグサイト”で開催された東京シーフードショーにおける
セミナーの一環として開催したもので，流通経済リスク分析グループ主体により平成22年7月23日
午後13時スタートで開催した。

先ず、拠点リーダーの熊井教授が挨拶し、休憩を挟んで以下５題の講演を行った。
(1)クロマグロ養殖業を考える（小野征一郎近畿大学教授）
(2)養殖業・漁業生産の最適化に向けて（山根　猛近畿大学教授）
(3)地中海クロマグロ蓄養事業の光と影―今後の見通し（林 弘二トライ産業(株)取締役）
(4)クロマグロ漁獲規制の動向と完全養殖の経済的可能性（多田 稔近畿大学教授）
(5)もうかるクロマグロ養殖業（有路昌彦近畿大学准教授）

最後に、シンポジウム委員長の宮下が閉会の挨拶を行って終了したが，参加者は、産官学のマグロ
関係者を中心に、当日参加も含めて約200名となる盛況で,マグロの流通・経済に高い関心があること
を示した。

（文責：シンポジウム委員会委員長　水産研究所 教授 宮下 盛）

成果報告シンポ講演風景

シーフードショーシンポ講演風景
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４.クロマグロ養殖40周年記念国際シンポジウム

本年は，水産庁が昭和45年に研究プロジェクト「マグロ類養殖技術開発企業化試験」を立ち上げ，
近畿大学水産研究所がこれに参画してから丁度40年目にあたる。本シンポジウムは，クロマグロ養殖
が世界に普及したことで資源管理問題が重要視される一方，近畿大学によって資源増強の鍵となる
完全養殖が達成され，世界に人工種苗生産の重要性をアピールしてきた現在，国および近畿大学に
とって世界に発信することの意義は小さくないと考え，グローバルCOE拠点で企画したものである。

開催場所としては，(1)奄美大島南部（鹿児島県瀬戸内町・宇検村）が，国内クロマグロ生産量の
過半数を占める大産地であり，施設見学先も豊富である。(2)国（水産庁）と近畿大学における
クロマグロの歴史として捉えた時，それぞれの実験施設が瀬戸内町に立地しており，両者が現地で協力
しあえる唯一の場所である。(3)近畿大学と瀬戸内町および瀬戸内漁業協同組合とは，平成10年に
奄美実験場を開設して以来，強い協力関係にあり，地元の支援を受けやすい，などの理由から，離島
ではあるが奄美大島の瀬戸内町を選定し，同町中央公民館で(独)水産総合研究センターおよび南日本
新聞社の後援のもとに，平成22年10月14日から16日までの３日間開催した次第である。その結果，
高い注目度を示すように，国内外のマグロ養殖生産および研究に携わる産官学関係機関から171人の
参加を得て盛大に開催された。10月14日には，午後3時過ぎからエクスカーション（クロマグロ養殖場
見学会）を行った。約100名が瀬戸内町役場手配の貸切船に分乗して，近畿大学水産研究所
奄美実験場（瀬戸内町花天）と(有)奄美養魚[マルハニチロ水産(株)]（同町久根津）を見学した。

10月15日 9時から開始したシンポジウムは，先ず、G-COE拠点リーダーの熊井英水教授の挨拶に続き,
地元瀬戸内町を代表して房 克臣町長が歓迎の挨拶を行った後、シンポジウム委員長として宮下が，
海外共同研究委員長として坂本 亘教授がそれぞれ趣旨説明を行ってスタートした。

第１セッション「日本のクロマグロ養殖星霜40年」では，（独）水産総合研究センターマグロ担当
理事石塚吉生氏を座長とし、40年前に水産庁が立ち上げた研究プロジェクト「マグロ類養殖技術開発
企業化試験」を統括した当時の遠洋水産研究所浮魚資源部長 須田 明氏が，「クロマグロ人工種苗生産
技術のルーツと，その養殖界における技術的，商業的展開」と題して講演された。続いて，水産庁資源
管理部国際課交渉官の神谷 崇氏が現在のマグロ情勢について，「マグロ養殖も含めた我が国の太平洋
クロマグロの資源管理について」と題して講演され，活発な質疑が行われた。

第２セッション「世界のクロマグロ類養殖業の現状と展望」では，近畿大学の多田 稔教授を座長に，
現在クロマグロ類の養殖が行われている世界の四つの国と地域に国連FAOの水産局長を加えた以下
５人の代表がそれぞれの立場から養殖の現状とワシントン条約締約国会議に関わる資源管理問題に
ついて講演し，激しい論議が展開された。

(1)大西洋クロマグロを巡る漁業と養殖の問題点（国連FAO水産局長 野村 一郎 氏）
(2)地中海のクロマグロ養殖（Atlantis Co.,Ltd.CEO, Oli V. Steindorsson 氏）
(3)オーストラリアのミナミマグロ養殖（Stehr Groop CEO, Hagen Stehr 氏）
(4)メキシコにおけるクロマグロ養殖（Baja Aquafarms Co.,Ltd.CEO,Vilhelm Gudmundsson氏）
(5)日本のクロマグロ養殖（近畿大学農学部教授 多田 稔 氏）
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第３セッション「世界のマグロ類種苗生産技術の現状と課題」では，近畿大学の坂本 亘 教授を座長に，
マグロ類の種苗生産技術開発が行われている世界の４つの国と地域から，同じく以下５人の代表による
マグロ類の種苗生産の現状と課題についての講演が行われた。

(1)大西洋クロマグロの種苗生産－SELFDOTTプロジェクト－
   （スペインIEO研究員 Fernando de la Gandara 氏）
(2)ミナミマグロの自然産卵と仔魚飼育に関する現状
   （オーストラリア　Clean Seas Tuna Co.,Ltd.研究開発主任 Mike Thomson 氏）
(3)キハダの繁殖生理と初期発育（アメリカ　IATTC 主任研究員　Daniel Margulies 氏）
(4)太平洋クロマグロの種苗生産-1.我が国の取り組み（水研センター宮津 場長 升間 主計 氏）
(5)太平洋クロマグロの種苗生産-2.近畿大学の取り組み（近大農学部教授 石橋 泰典 氏）

またこの間，昼食後にポスター発表を行った。

第４セッションでは，須田 明 氏・坂本 亘 氏・滝井 健二 氏・多田 稔 氏を中心に総合討論「持続可能
なマグロ養殖を目指して」を行った後，G-COE拠点サブリーダー太田博巳教授が閉会の挨拶を行って
シンポジウムを締めくくった。終了後，場所を「せとうち海の駅」に移して懇親会「島唄の夕べ」を
開催した。

翌10月16日午前中，瀬戸内町・瀬戸内漁協共催による地元対象の日本語によるジョイントシンポジウム
「サンゴに囲まれたマグロ養殖」が開催され，鹿児島県大島支庁林務水産部をはじめ，現地でクロマグロ
養殖に関わるマルハニチロ水産(株)，日本水産(株)，(独)水産総合研究センターおよび近畿大学水産
研究所奄美実験場から，それぞれの代表が現在の活動状況を紹介した。午後のエクスカーションでは，
加計呂麻島に平家の落人 平 資盛起源によって800年来伝承されている国指定重要無形民俗文化財であり，
ユネスコ世界無形文化遺産に登録が決定している「諸鈍シバヤ」を見学し，総ての日程を無事に終了した。

（文責：シンポジウム委員会委員長　水産研究所 教授 宮下 盛）

奄美国際シンホポスター発表 奄美国際シンホ講演風景
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５．2010年度グローバルCOE国際シンポジウム報告
　　French-Japanese Symposium, Ifremer, Sete, France , 1-3 September 2010

現在，世界の水産研究は，FAOレポートにおいて指摘されているように，Ecosystem approachと
いった方向性をもって進められてきている．そこで，このような世界の現況を考慮して，
How minimizing the footprint of the aquaculture and fisheries on the ecosystem?
と題して，フランス_ Institut fran_ais de recherche pour _exploitation de la mer（IFREMER)　と
近畿大学GCOEプログラム海外共同研究の一環として，国際シンポジウムをフランス(Languedoc-Roussillon, Sete)　
にてIFREMERとGCOEで共催した．開催場所，S春e; 開催期間，2010年9月1～3日； 発表数，
61課題（ポスターを含む）；参加者数120名（延べ）；参加国，フランス，日本，イタリア，スペイン，
クロアチア，フィリピン，カナダ，アメリカ他であった．

SYMPOSIUM OBJECTIVES

The Symposium will bring together fishing industry, researchers as well as students, to
share knowledge, experience and solutions to the challenges experienced in interaction
of aquaculture and fisheries on the ecosystem. The major objectives of the symposium
are to:
・Present current knowledge on disciplines related to the theme of the symposium
　inJapan and Mediterranean countries,
・Provide a forum for discussion and exchange of information and experiences.

'

'
'

' IFREMER ; Sate

研究所内部に掲示された国際シンポジム案内ポスター
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TOPICS

All the selected abstracts have been classified according their contents on the 4 proposed
topics listed below with their terms of reference:

1 - Interaction between aquaculture, fisheries and ecosystem
- biology, technology, economic and social implications for exploited species and
  species of conservation concern ;
- mutual benefits, seasonality and space conflicts and challenges ;
- market and other anthropogenic activities effects.

2 - Mitigating measures and good practices in fishing and aquaculture activities
- selective fishing techniques, alternative harvesting methods ;
- new technologies for sustainable aquaculture, feed manufacturing ;
- artificial reefs and restricted fishing area ;
- fish welfare, fish health and fish quality, training.

3 - Integration of Fisheries and Aquaculture industries into planning and management
- dissemination of scientific advices to stakeholders;
- scale of stakeholders involvement in management;
- banned fishing techniques and switching gears issue;
- preservation of traditional and local uses.

4 - Governance system
- multi-scale governance mechanisms;
- the human dimensions of the ecosystem approach to fisheries;
- integrating knowledge for adaptive management;
- integrating environmental and fisheries policies into ICOM ;
- penalties and incentives for compliance to regulations;
- ethical obligations to the natural environment: concepts and values source contributes 

シンポジウム会場外にて参加者撮影
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ベスト・ポスター賞： Measuring the swimming behaviour of a cultivated pacific bluefin tuna
in an aquaculture net cage. K. Komeyama et .al..
(筆頭著者は2009年12月までGCOE博士研究員，現鹿児島大学水産学部教員）．

上記のように多数の研究者の参加を得て盛会であった． 

'

'
'

 シンポジウム講演風景

'

'

シンポジウム終了後のカキ養殖場での昼食風景

 シンポジウム案内 アブストラクト表紙

なお，開催に際しては，アジェンダ下段に記載した，Languedoc-Roussillon，Sate（地方行政府）を
はじめ地中海漁業委員会 他多数の地元漁業関連組織から多大な支援を得たことを報告するとともに
関係各位に深謝します．

（文責：農学研究科 教授 山根 猛）
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06 国際会議等参加報告

The International Symposium on Fish Nutrition & Feeding has been arranged once in
every two years. The 14th event of this Symposium was held in Qingdao, China from
May 31 to June 5, 2010. I was departed for China on May 30, 2010 to give a poster
presentation in this Symposium on 'DO AMINO ACIDS, GLYCOSIDASE AND PHYTASE
SUPPLEMENTATION HELP TO INCREASE REPLACEMENT LEVEL OF FISH MEAL BY
SOYBEAN MEAL IN THE DIET OF PACIFIC BLUEFIN TUNA JUVENILES?'.

It has gathered more than 600 participants from more than 30 countries from the Africa,
Americas, Asia, Europe and Oceania, and there were 16 sessions in this Symposium. 
Poster session was also achieved great attention from all participants. The participants
showed great interest on the presentation topics related to the replacement of fish meal
by other less expensive protein sources. As a result, a number of participants showed
interest on my topics and shared their ideas with me. I have also heard a number of
presentations by other speakers related to my study areas and spent a lot of time to
view the posters of different related fields. I have also tried to share the ideas with other
researchers while we were participated in the Presidentﾕs reception party. 

Overall, this Symposium has helped me to learn a lot related to my works. I would like to
thank the Global COE Program of Kinki University to provide me the financial support for
this travel. Last but not least, I would also like to extend my thanks to all of my colleagues. 

Dr. Amal Biswas, Assistant Professor, Fisheries Laboratory, Uragami

Report on the 14th International Symposium on Fish Nutrition &
Feeding, May 31- June 5, 2010 Qingdao, China
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From 22nd August until 29th August 2010, I attended 13th International Society for 
Microbial Ecology (ISME13) at Washington State Convention & Trade Center, Seattle, 
Washington. This event is once every two years thus it was a huge event full of interesting
studies and well-known scientists focusing on microbial ecology. There were participants
from all over America, Britain, third world countries, Asia, Iran and many more. 

I did my poster presentation entitled 'Combination of Roseobacter clade affiliated bacteria
and phytoplankton greater inhibition in fish pathogenic bacteria' on the fifth day, 27th
August 2010 under Marine Microbiology session. 

I explained on the possible phenomena expressed by the combination of promising
bacteria (Roseobacter clade affiliated, RCA) and phytoplankton (Nannochloropsis oculata)
against different serotypes of fish pathogenic bacteria (Vibrio anguillarum). During the
poster session, team from Denmark and Germany did a similar work with me but their
strain are different and we could get into deeper discussion. Besides that, 1 popular
question was about what is the inhibition substance(s) produce by Roseobacter clade
bacteria which I need to further investigate. I explained about my poster for two hours
and really enjoyed the great discussion with scientist from all over the world. Besides
poster presentations, there were many interesting oral presentation too. 

At this conference, there were many interesting topics on varieties of fish or human
pathogens inhibition by beneficial bacteria, on how human pathogenic bacteria were
triggered by a species of ameba to become virulent to human being especially during
operations and developments of new method to identify bacteria quantitatively with
advance and precise molecular method. This conference gave me new opportunities in
establishing new network for future use especially in the microbiology sector.

I do learnt a lot from this conference as it was in a large scale of microbiology covering
from soil microbiology, oil degradation microbes, disease ecology, viral process, bacteria
symbiosis, how the climate effecting the microbial world, biodiversity and community
analysis and many more. It really open up my mindset on how broad and wide microbiology
field can be. I really appreciate GCOE for funding this informative and valuable conference
as the experience and knowledge gained can be useful for my doctoral study or future use.

SHARIFAH NOOR EMILIA (DC2)
Laboratory of Environmental Science for Aquaculture

Graduate School of Agriculture, Kinki University

Report on the 13th International Symposium on Microbial Ecology"
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07 博士課程学生・ポスドクの研究紹介

The assessment of toxic elements in aquaculture seafood and effect of cysteine towards
mercury in cultured fish.

Seafood is consumed all over the world that over one billion people (16%) rely on seafood
as their primary source of animal protein. Research has proved that eating fish can
protect the heart, brain and joint. However, toxic elements in the aquatic ecosystems
are increasing due to industrialization and can damage both marine species and
ecosystems. Toxic element can be bioaccumulated in the food chain. Hence, human
health risks might be caused by consumption of seafood contaminated by toxic elements.
Over a few decades, there has been growing interest to determine toxic element levels
in the aquatic environments and attention was drawn to find out contamination level of
seafood. The determination of these analysts in seafood has interest because of their
mportance to human health. This may include the aquaculture seafood, too. Thus, study
to assess the toxic elements in aquaculture seafood products in Malaysia are carried
out and human dietary exposure of trace elements from consumption of seafood and risk
assessment are also estimated.

Among the toxic elements, mercury has been known to be the most severe element
contaminant compare to the others. The typical symptoms of mercury poisonous to
human include sensory impairment (vision, hearing and speech), disturbed sensation
and a lack of coordination. The type and degree of symptoms exhibited depend upon
the individual toxin, the dose, the method and duration of exposure. Due to this reason,
the effort to decrease the mercury level in edible fish is necessary. One of the ways to
decrease the mercury level in cultured fish is by using feed with low mercury level.

Thurs, study should carry out on this matter. Cysteine is known to be able to eliminate
the mercury level from previous studies. It is an _-amino acid with the chemical formula
HO2CCH(NH2)CH2SH where it is a chelator of heavy metals that binds to toxic elements
such as mercury and lead, and removes them from the body. Cysteine is one of the
most effective oral chelating agents. Taken regularly over a period of time, cysteine will
remove many toxic heavy metals from the body. Due to the character of cysteine, a study
is carried out to research on its ability to reduce the mercury level in fish. The objective
is to identify the effect of cysteine intake in food to fish on mercury level. 

Mok Wen Jye (DC2)
Laboratory of Aquatic Food Science

Graduate School of Agriculture, Kinki University



News Letter Vol.4

21News Letter Vol.4

07CONTENTS

私が所属している応用細胞生物学研究室では、骨粗鬆症や肥満・糖尿病、高脂血症、アレルギー等の
身近な生活習慣病に対する、さまざまな食品由来成分の効果を研究しています。また、生活習慣病の
発症には体内で多くのホルモンや分子が関係しています。そこで、効果のあった食品成分については、
その効果を実証するだけでなく、どのように効果があるのか、その分子メカニズムについて研究を
行っています。現在、GCOEの研究ではマグロの水揚げ時に大量に廃棄され、未利用部位である臓器
に注目し、そこから抽出したリン脂質のメタボリック・シンドローム予防改善効果の検証について研究
を進めています。

利用・安全グループ
応用細胞生物学研究室

DC2 若木 泰子

マグロ未利用部位由来リン資質によるメタボリック・シンドローム予防改善効果

肥満や糖尿病
などの

生活習慣病に
有効な

食品成分とは？

1）細胞実験による検討 2）遺伝的肥満モデルマウス
　　を用いた動物実験

近大クロマグロ

未利用部位である臓器からのリン脂質抽出

3）アディポカインなどの脂質代謝関連分子の
　　測定等による評価

HepG2 cell
（肝臓細胞）

3T3-L1 cell
（脂肪細胞）
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私は，平成22年度4月より本プログラムの博士研究員に着任し，クロマグロ仔稚魚の行動の発達過程
についての研究をおこなっています。

クロマグロの成魚は，夜間であっても海に浮かぶ生簀の中で網や他個体と衝突することなく泳ぎ続け
ます。これは生簀網や近接する他個体の相対的な動きを，視覚や側線系などの感覚器で知覚し，それら
の刺激に対する反応行動を個体間で連鎖させているからだと考えられます。このような刺激―反応系
が時空間的に積み重なることによって，彼らは群れを形成しますが，このメカニズムは複雑であり，
成魚の行動観察のみから解き明かすことは困難です。そこで私は，クロマグロがこのような遊泳能力
を獲得していく過程を，個体が孵化したばかりの未発達な状態から個体発生の順を追って明らかに
することを試みています。クロマグロは，孵化後の二ヶ月で，全長が3mm弱から180mmになる
程の急激な初期成長を示します。この間に見られる行動の発達的変化は劇的であり，“なぜこのような
変化が起こるのか”を考えると非常にワクワクさせられます。これを明らかにすることで，本種の
養成技術の向上や，資源の持続的利用に資する成果が得られると私は考え，研究を進めています。

本プログラムを通じて，国内外を問わず様々な分野で活躍されている研究者の方々と出会えることは，
私にとって大変幸運なことであると感じています。今後ともご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い
申し上げます。

福田 漠生（漁業生産システム研究室・博士研究員）
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07 事業推進担当者の紹介

水産生物学研究室に所属しています。これまでに，主に海産魚類を対象として，種内変異や集団構造、
系統類縁関係や生態の進化，あるいは水産上重要な魚種を対象とした年齢と成長の関係のような生物
学的特性についてなど，分子生物学的および形態学的手法を用いた様々な内容の研究を行ってきました。
本プログラムでは，養殖魚の遺伝学的特性や，分子遺伝学的手法を用いた優良品種をより効率的に
作出するための方法の開発などについての研究を行っています。

人工種苗グループ
農学研究科水産学専攻 講師 柳下 直己

クロマグロは，飼育過程や輸送中に様々な大量死が発生し，安定生産が困難とされています。私は
グローバルCOEプログラムの中で，クロマグロ仔稚魚，幼魚の産業的量産化を目指した飼育システム
の開発を行っています。具体的には，クロマグロ仔魚の初期減耗を防止するため，水槽形状，水流，
照度，光源色，飼育密度等の影響を調べ，浮上死，沈降死を防いで生産効率を高める飼育条件を検討
しています。また，共食いの発生原因を調べた結果，攻撃行動と共食いが主に空腹と個体の大小差で
生じることを見出し，両者の相乗作用で仔魚が急速に減耗することを明確にしたので，それらを完全
に防除する新しい飼育方法を調べています。さらに，輸送時のハンドリングによる大量死が，餌，感染症，
親魚等によって大きく変ること，衝突死や夜間の大量死が主に低い暗所視と他の複合要因で発生する
こと等を見出したので，それらを利用した飼育システムを開発しています。

養殖グループ
農学研究科水産学専攻 教授 石橋 泰典

  

近年，エコシステム・アプローチによる水産資源管理が提唱され，水産資源の特徴（自律更新性で
あるが変動が大きい）を十分に理解し，スマートな利用が強く求められている。エントロピーを
キーワードにして，食料獲得産業として“養殖業と漁業とのスマ-トな関係”の創出を目指す。

環境グループ
農学研究科水産学専攻 教授 山根 猛
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日本の魚類養殖業は20世紀末から低価格に苦しみ、経営低迷を続けているが、クロマグロ養殖業のみ
は好調を続け、水産業の内外から転換・参入が相次いでいる。クロマグロの過剰漁獲に世界的規制が
強まり、国内マグロ養殖業は生産拡大の余地が大きい。日本水産業のうちほとんど唯一の有望業種
ともいうべき、マグロ養殖業に現状分析をくわえ、将来展望を試みよう。また小規模ながら技術的
には最高位にあり、人工種苗生産と成魚販売を組み合わせた近畿大学水産研究所の、ありうべき
ビジネスモデルを追求したい。

流通・リスク分析グループ
水産研究所 教授 小野 征一郎


